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ＦＤファシリテーター養成研修における 

参加者の意識変容に影響した経験についての分析 

－2009 年度ＦＤファシリテーター養成研修の効果検証をもとに－ 

 
田中さやか，香川順子，川野卓二，曽田紘二 

（徳島大学大学開放実践センター） 
 
１．研究の背景と目的 

徳島大学では全学ＦＤプログラムの一つと

して、部局のＦＤ担当者（ＦＤファシリテータ

ー）を対象とした研修を 2005 年から実施して

いる。2008 年度にＦＤが義務化され、ＦＤの組

織化が重要な課題となっている。徳島大学にお

いても、全学ＦＤ組織と部局ＦＤ組織が連携し

てＦＤの組織化を進めてきた。ＦＤ組織化の重

要な要因の一つとして、ＦＤファシリテーター

としての成長とその活動が部局ＦＤの組織化

を促してきたことがあげられている(1)。ＦＤフ

ァシリテーターはＦＤ組織化にとって重要な

人材であることから、大学組織に関わる成員と

して当事者意識を持ち、ＦＤに取り組むことが

必要である。そのためにも、ＦＤファシリテー

ター養成研修では、ＦＤを実施する知識やスキ

ルを高めるだけでなく、ＦＤファシリテーター

の意欲や自信といった意識面を促進するよう

な経験も、重要であろう。そこで本研究では

2009 年度のＦＤファシリテーター養成研修の

中で、参加者のどのような経験が、意識変容を

もたらしたのか、アンケートの自由記述から質

的に分析し、項目ごとに整理したものを報告す

る。意識変容をもたらす経験について、その要

因を明確にすることで、効果的な研修の一つの

指針となることを期待する。 

 

２．研修の概要 

2009 年度に実施された、ＦＤファシリテータ

ー養成研修は、学外施設にて二日間の合宿形式で

行われ、10 年以上の教員経験を持つ教員 24 名（そ

の内、学外の国立大、私立大、短大、高専からの

参加者は 11 名）が参加した。研修内容を簡単に

紹介すると、講義を通じて、ＦＤプログラムの企

画・立案から評価方法までの作成の手順を学び、

グループワークを通じて所属部局のニーズに沿

ったＦＤプログラムを企画・立案するものである。

二日目の最後に、作成したＦＤプログラムをポス

ター形式で展示し、意見を交わした。 

 

３．研修における意識変容と経験の分析 

（１）調査及び分析方法 

研修直前に、ＦＤファシリテーターとしての意

欲と自信の程度について尋ね、研修直後にどのよ

うに変化したかについてのアンケートを実施し

た。研修後のアンケートではプログラムの中でど

のような経験が意欲や自信の変化に繋がったの

かについて自由記述を求めた。自由記述の内容に

ついて、ＫＪ法の手順を参考にキーワードを見出

して分類し、意識変容をもたらす要因となる経験

項目を整理した。意欲や自信が増加したと感じた

参加者の意見、変化がなかった参加者の記述につ

いてそれぞれ分析した。 

 

（２）結果および考察 

意欲が増加したと回答した参加者の経験につ

いては、表 1 より①ＦＤの意義とその理解、②情

報交換・共有、③研修によるスキルアップの実感、

④グループワークでの経験、⑤所属組織の問題へ

の気づき、⑥仲間意識が、項目としてあげられた。

意欲に変化がなかった参加者の経験は、①ＦＤフ

ァシリテーターとしての立場・役割の認識が、項

目としてあげられた。次に、自信の変化について

は表 2 より、①ＦＤに関するスキル、手法の理解、

②情報交換・共有、③自身の取り組みの再確認、

④研修での達成感と今後の活動との関係が、項目 
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表１ 意欲の変容に関する記述の分類

 
表２ 自信の変容に関する記述の分類 

 

としてあげられた。自信が変化しなかった参加者

の経験は、①ＦＤファシリテーターとしての立

場・役割の認識、②研修での達成感と今後の活動

との関係が、項目としてあげられた。意欲と自信

を促進する経験の特徴を示したこれらの項目は、

研修での意識変容に関わる重要な要因であると

言えるだろう。今回のプログラムの構成が、ＦＤ

プログラムの企画・立案に関する手順を学びなが

ら、部局のニーズに沿ったＦＤプログラムを作成

し、同じ（または近い）専門分野の部局の参加者

と対話し、情報を共有しながらグループワークを

進め、実質的な業務に直結するプログラムを作り

上げる構成であったことが、これらの経験をもた

らしたと言える。また、仲間意識といった心理的

繋がりが意欲に関する経験の項目に含まれたこ

とは、グループワークなどの共同作業と交流を通

じた経験の他、懇親の機会が多い合宿研修という

形式をとっていることも影響していると言える

だろう。 

 

４．まとめと今後の課題 

企業の研修分野においては、知識やスキルの習

得、強化よりも、社員一人ひとりの意識や行動変

容を促すことで、発展的に組織改革へと繋げる研

修が求められている(2)(3)。組織に関わる成員であ

るＦＤファシリテーターを養成する本研修にお

いても、スキルアップと知識を習得のためだけで

なく、大学コミュニティーの一員としてＦＤに取

り組む当事者としての意識を高めることが重要

であろう。本研究で扱った回答数は少ないが、研

修プログラムのどのような要因が意識変容に繋

がっていたかについて、ある程度明確になった。

今後これらの要因を一つの指針として、さらに効

果的な研修となるよう、プログラム内容の充実を

図る必要があり、その具体的な方法を開発しなけ

ればならない。 
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